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序文 

  

河川の流量観測データは、河川・水資源の計画・管理に必要不可欠の資料である。しか

し、我が国の河川は、環太平洋変動帯としての急峻な地形・脆弱な地質特性と、アジアモ

ンスーン気候帯としての激しい豪雨特性の相乗効果として、多くの土砂流出・流木を伴う

急激な増水など、低水から洪水に至るまでに激しく流況が変化する水文特性を有する。こ

のことから、我が国では、流速断面積法を基本としつつも、低水時には可搬型流速計を直

接流水中に投入する方法を採用する一方で、洪水時には幅広い流況に最も安全確実に対応

できる浮子測法を採用することを基本とした流量観測技術体系が、昭和 20 年代後半から 30

年代にかけて確立し、全国に分布する多様な水理水文特性を有する河川における長期にわ

たる安定した品質での流量観測資料の収集・蓄積に寄与してきた。 

しかしながら、これらの現行技術は人力に頼る部分が多く、流量観測業務を実施する現

場の河川管理の人員体制・予算を含むリソースが昭和 30年代から大きく変化している中で、

現在では、実際の運用に当たって何らかの課題を抱えている場合が少なくない。さらに近

年では、迅速な情報公開と観測データの一定品質の確保の両立を求められるようになって

おり、流量観測を巡る環境は厳しさを増している。 

また、昭和 30 年代当時は利用できる観測機器が限られ、特に洪水時の流れの特性につい

て限定された観測データや知見に依拠せざるを得なかったことも事実である。それから約

半世紀を経て、従来不可能と考えられていた洪水流水中の３次元流速分布や河床地形の計

測技術や、流水表面の流速を無人で連続的に計測する計測技術等が、今や利用可能となり、

洪水時の流速分布や河床地形変化についての知見も蓄積され始めている。それらの現在利

用可能な観測技術や知見を有効に活用し、河川の流れの実態をより良く把握することで流

量をより的確に観測する技術を確立することが必要である。 

本マニュアルは、上記の問題意識を踏まえ、近年実用的に利用可能となってきた新しい

計測技術の特性・限界を把握した上で適材適所で有効に活用しつつ、これからの流量観測

技術の基本となり得るいくつかの次世代の観測手法について、その概要と具体的な準備・

作業・データ処理等の手順案をとりまとめたものである。いずれの方法についても、現段

階では実用に当たって全く課題なしとはしないが、実際に現場に適用しながら改善を進め

ることで、より幅広い水理水文条件下において実用化を進めていくことができる段階に来

ていると考える。 
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注意 

 

○Ver1.2 は高水流量観測編としてまとめている。低水流量観測につ

いては以降の改訂版に記載する予定である。 

○流量観測の高度化において使用する固定設置型流速計は、電波流

速計、画像解析、H-ADCP を考えている。Ver1.2 では、電波流速

計、画像解析について説明する。H-ADCP については以降の改訂

版にて随時記載していく。 

 


